
新ライオデントピンクのはがし方
2～3日使用後、入れ歯を口
からはずし、すぐに端からめ
くってはがします。固まって
はがしにくい場合には、ぬる
ま湯につけてやわらかくなっ
てからはがしてください。

裏面につづく

新ライオデントピンクは入れ歯と歯ぐきのすき間をきっちりうめて入れ歯を安定さ
せるクッションタイプの総入れ歯安定剤です。（本品は粘着タイプではありません。）

溶けない
ベタつかない
クッションタイプ

●ぬる量、厚みは入れ歯の適
　合状態によって異なります
　ので、経験に応じてご自分
　の適量をお決めください。
●低温時に本剤が固くてチュ
　ーブから出しにくい場合は、
　キャップをしめたままぬる
　ま湯（40℃くらい）につけ
　ておくと やわらかくなり
　出しやすくなります。

●アルコール臭が気になる方
　は水またはぬるま湯で軽く
　すすいでください。
　（すすいだ後も強い刺激を
　感じる場合は 使用を中止
　してください。）

●使用後は、キャップを
　しっかりしめてください。

適量（約2～3cm）を取り
出し、入れ歯の床全体に
塗り広げる。
（歯ぐきの端までしっかり塗る）

一度、入れ歯をはめて、
左右均等にかみしめる。

1 2 入れ歯をはずし、はみ出た
部分を取り除き、おさえて
ならす。
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2016年6月作成（第4版　新記載要領に基づく改訂） ご使用に際して、この説明文書を必ずお読みください。
また、必要なときに読めるよう大切に保管してください。

特　　長 ●ガタついた入れ歯と歯ぐきのすき間をうめて、歯ぐきに密着します。
●適度な弾力性で、かんだ時の歯ぐきの痛みをやわらげます。
●溶け出さないので食事をしてもベタつきません。
●入れ歯につけたまま水洗いできるので衛生的です。
●1回ぬると、2～3日続けて使用できます。

認証番号：218ALBZX00003000
歯科材料5　歯科用接着充填材料

管理医療機器　密着型義歯床安定用糊材
JMDN コード　16388020

【禁忌・禁止】
次の人は使用しないこと。
1.本品又はアルコールによる過敏症状（発疹・発赤、かゆみ、はれ等）を起こしたことがある人。
2.入れ歯が直接ふれるところに荒れ、痛み、傷、はれ等の症状のある人。
3.食べ物などの飲み込みが困難な人。（喉に詰まる恐れがある。）

【形 状、構造及び原理等】
［成分］酢酸ビニル樹脂、エタノール、サラシミツロウ、軽質炭酸カルシウム（アルコール含有）
［形状］ピンク～暗赤色の非水溶性のペースト状
［原理］入れ歯と口腔粘膜とを吸着力（陰圧）で維持させる
［品目仕様］密着強さ　5kPa以上、pH値　4～10
【使用目的又は効果】
　義歯床の安定用
【使用方法等】ご使用にあたって：入れ歯をきれいに洗い水分をよくふきとります。
　　　　　　　（ぬれていたり、湿っているとよくつきません。）
1.使用方法



2.使用可能な入れ歯の材質、種類　　　　　　　　　　　　　　○：使用可能　×：使用不可

入れ歯の種類入れ歯の材質

ブリッジ、さし歯部分入れ歯総入れ歯金属床プラスチック床

××○×○

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
［製造販売元］

［問合せ窓口］

［使用方法に関する注意］
1.本品をつけ替え無しに、3日を越えて使用しないこと。
　（菌の繁殖等、口腔衛生上良くないことがある。また、はがれ難くなる。）
2.使用中又は使用後に注意すること。
　　口の中に刺激を感じる場合は、水で軽くすすいでから使用すること。なお、水を流しても
　　強い刺激が残る場合には、使用を中止すること。
　　本品をつけた入れ歯は就寝時にはずすこと。
　　本品をつけたまま入れ歯を乾燥させないこと。入れ歯をはずしたら、必ず水又はぬるま湯に
　　浸しておくこと。（固まってはがれ難くなったり、はがれなくなることがある。）
　　本品をぬりかえる際、入れ歯に残って取れにくい場合は、ぬるま湯にしばらくつけた後、
　　はがしてください。それでもはがし難い場合は、アルコールを水で2倍に薄めて拭き取ること。
　　尚、入れ歯が変形または破損することがあるので、直接アルコールの中へつけて洗浄する
　　ことは避けること。アルコールを使用するときは火気に注意すること。　

【保管方法】
1.小児の手が届かない所に保管すること。
2.火気のそばを避け、直射日光の当たらない涼しい所に、キャップをしっかりとしめて保管すること。

【使用上の注意】
1.長期連用しないこと。連用する場合には歯科医師に相談すること。
　（歯ぐきがやせる、噛み合わせが悪くなることがある。）
2.本品の使用中又は使用後に発疹・発赤、かゆみ、はれ、味覚の異常（苦味など）等の症状が現れた
　場合は、直ちに使用を中止し、この文書を持って医師、歯科医師又は薬剤師に相談すること。
3.歯ぐきがやせる等により不適合になった入れ歯を本品で安定させるのは一時的な場合とし、
　できるだけ早く歯科医師に入れ歯の調整を相談すること。

●歯ぐきがやせる等により不適合になった入れ歯を本品で安定させるのは一時的
　な場合とすること。
●本品の長期連用はさける。
●定期的に歯科医師の診察を受け、必要な場合は入れ歯の調整を行うこと。
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受付時間9：00～17：00（土、日、祝日を除く）


